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島根県下に発生したチューリツプの立枯性病害について
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人（神酉農場）三沢

　　（檀物病学研究室）
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Masaki　YAMAMOTOジKadzunor1TATSUYAMAジSh1geto　YOSHINO
　　　　　　　　　　　and　Kemch1MISAWA

　Fusarium　disease　of　Tu1ip　occured　in　Shimane　Prefecture

　　　　　　　　　　緒　　　　言

　　輸出用チユーリシプ球根の裁培は島根県下に於いても

近年益々盛んになりその裁培面積を拡大しつつあ■るが，

　これにともなつてウイルス病をはじめとする疾病による

被害も少なくなく，その一つであるボトリチろ病につい
　　　　　　　（9）
てはすでに筆者らが報告した通りである。叉，近年しぱ

　しぱ促成裁培申のチューリツプの芽が5cm～／0cmに伸

ぴた頃より萎凋し，ほ場に於いては開花期後から立枯性

の病変があらわれ，堀取時多数の腐敗球を生じる等チユ

ーリツプ球根の裁培に重大な支蜂を来している。この新

病害の発生は，島根県だけでなく富山，新潟等全国の生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
産地に普遍的にみとめられ，立枯病と呼ぱれ叉，特に業

者間では腐敗病とも呼ばれているが，その原因について

はフザリゥム菌，根だに等いろいろ云われ尚明確でない。

筆者らは，本学の神西砂丘農場に発生した本病の被害球

根その他からフザリウム菌を分離してその病原性を確か

め，その生理的性質を調べると共に，本病防除について

基礎的な実験を行つたのでその結果を報告する。一

　　　　　　　羅病チューリツプの観察

　ほ場に於ける地上部の病徴ぱ，摘花期後より急遠に立

枯状態となり株のつけねが寓敗し，フザリウム菌の標徴

の現われる事もある。ボトリチス病の場合は，わおむね

褐色に枯死して葉は巻縮するが，本病の場合は濃紫色に

変色して健全株より早く枯死する（写墓1）。叉，病状が

すすむと球根の腐敗が甚だしく悪臭を放ち，しばしば根

だにをみとめ一る事が出来る。被害の最も大きいチユーリ

ツプ晶種はヒユニブリリアントであり，ゴールデンハー

ベスト，レッドピツト，、モザント等カミこれに次ぎ，ザサ

ルタン，クインオブザナイト，ウイリアムピツト等の品

種はほζんど罹病していない。叉，晶種により発病期が

’異なり，ヒユーブリリアントは最も早くあらわれ，綿い

てカンサス，ゴールデンハーベスト等にあらわれてブー

ルデンメヂユアは最も発病がわくれる。発病の早い晶種

では・新しく肥大した球根と茎の接着部か一らおかされ，

堀取期には軟腐状態となつていろが，堀取期から発病す

る品種では，球根の申央部以上の個所の表皮の下の鱗庁

がおかされ，更に，堀取後乾燥申に発病した球根は乾腐

状態を呈する。

　　　病原菌の分離及ぴその病原性について

　／95ア年4月，神酉砂丘農場で採取したチューリツプ罹病

球根（品種ヒユーブリリアント）の病斑をその大きさによ

つて直径0．3cm，1．5cm，25c皿の3つに分け，それぞれ

の病斑の端から／cm，離れた部分の小片を切り取つて病

原菌を分離した。直径0．3c1m一のものは，感染初期のもの

．と思われ，褐変のみがみとめられるが，1．5cm，2．5cm

の病斑は，どろどろに腐敗している。馬鈴薯寒天培養基

を流したペトリ皿に小片4個あておいたものを各区につ一

いて8枚，30℃の定温器由に放置し3日目に観察した結果

は第1表の通りである、

　第1表罹病球根から分離された菌及び網菌

分離された菌及び細菌　※

病斑直径 ・1・・1・1・1無菌1計

0．3cm 16 2 1 3
／0 32

1．5cm 2 30 0 0 0 32

2．5cm 0 32 0 0 O 32

　　※　R　……フザリウム属菌
　　　　F．B．……フザリウム属菌†細菌

　　　　B．・…・・細菌

　　　　P．……ぺニシリウム属菌

　次に、分離されたフザリウム菌（以下2号菌と呼ぶ）を，

チューリツプの球根（晶種ヒューブリリアント）に接種

して病原性の有無を調査した。接種源は，本菌を馬鈴薯

琴表培地で∬C／週間培養し形成された分生胞チの懸濁
　※※

液を用い，球根の表面に長さ8mmの傷をメスで十字につ

けた有傷部と，無傷部をもうけて，0．2ccあてを接種し，

30．Cの湿室内に放置した。有傷部は第1日目に淡く褐変

※※　分生胞子濃度1視野（×600）大型分生胞子45，小型分生胞手32
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しア日目には接種区にはつきりした病斑が形成きれ，対照

区は治癒する。叉，無傷部は，接種区，対照区とも全く変

’化をみとめなかつた。

　以上の実験結果，郎ち，病徴の初期と思われるものほ

’どフザリウム菌が多く分離され，分離されたフザリウム

菌が有傷接種によつてチユーリンプ球根に病原性を持つ

事から，筆者らの分離したフザリウム菌は本病の病原菌

であり，有傷の場合のみ菌が侵入し病変がす㌧むに従つ

て二次的に細菌等の雑菌類が加わつてさらに病変をすす

め，更にある場合には根だに等が群つてくるものと思わ

れる。

　叉／956年，島複県農業改良課から分壌を受けたヂユー

’リップ被害球根より他のフザリゥム菌（1号菌と呼ぶ）を

分離したので，同様の接種試験を球根及び葉（品種ヒュ

ーブリリアント）に対して行つた。実験方法は2号菌とほ’

　第2表球根に対する1号菌の病原性

菌接種後の目数
区 別一

2　　　4．　6　　12　　20　　30

I ※一±十十①①

有傷区
皿、

±十十①①㊥
皿■

±十十①㊥㊥］
V

±十十①．㊥㊥

I 一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　i　　　　　　　．

無傷区
皿 一±±±±±
皿 ■　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一

1
V

一　　　　　　■　　　　　　i　　　　　　1　　　　　　　　．　　　　　　　　｝

　※　一；無変化，±；わずかに褐変，十；褐変

　　　①；褐変した上に空申菌糸の形成されたもの

第3表葉に対する1号菌の病原性

菌接種后の日数
区’別 1 2 3 4 5

I
禄

一 ± 十 十．
、

㊥

皿
i

± 十 十 ①

葉表面 皿
i

、
±

十 十 ㊥

1
V

± 十 十 ① ①

Y ± 十 十 ①’ ①

I 一 ± 十 十 ①’

＝
皿
1

一 ± 十 十 ㊥

葉裏面 皿 一
r± 十 十 ㊥

w 一 ± 十 十 ①

Y 土 十 十 ㊥ ㊥

※符号は前表に同じ

第7号A　　（／959）

　　　　　　　　※※
ぽ同様であり，接種した球根は21．Cの地下室に放置し，

葉の場合いづれも有傷接種で接種後／昼夜30◎Cの湿室に

入れた後室温に置いた。繕果は第2表及び第3表の通りで

ある。

　即ち，1号菌もチューリップに対して病原性を有する事

がわかつたので，次にこれらの菌の生理的性質を2，3調

査した。一

　　　　　　　病原菌の生理的性質

　主として1号菌について調査した。　　　　　　一

H．1号　菌
　a，形状馬鈴薯寒天培地に良く発育し，培地上の

菌叢は白色である。馬鈴薯寒天培地に30oC1週間目

　に形成された分生胞子の大きさは次の通りである。

　　大型分生胞子……／7．5～35．0μ×5，3～6．3μ

　　小型分生胞子……4．2㌧6．5μx3．5～4．5μ

　　大型分生胞子の隔膜は2つとみとめられた。

b，発育適温　馬鈴薯寒天培地上の本菌菌糸の発育は

　第4表に示すように研Cが最癌温度である。

第4表／号菌菌糸の発育と温度との関係

菌植付後の日数温度区別
1　　2

3． 415’ 6
※

15℃ ± 0．ア 1．5 2．2 2．8 3．6

20℃ 0．6 1．2 2．O 3．0 4．2 5．5

25oC 0．6 ／．5 2．6 4．0 5．4 7．0．

28℃ 0．6 1．6 3．0 4．3 5，7 ア．5

30℃ 1．1 2．0 3．4 5．2 6．5 7．8

32℃ 0．6 ／．4 2．5 一3．8 5．2 6．8

35℃ O．5 1．2 2．0 2．9 3．8 5．2

40℃ ’ ’ 一。 一 ・ 1
　　※　単位はCm，菌叢直径

C，分生胞子の発芽本菌の分生胞子の発芽は，蒸溜

　　水申では極めて不良で，発芽率ほとんど0％であるの

　　で，次のよう．な液申で，本菌分生胞子の発芽を調べ．

　　た。

　　．イ，葉上水瀞…・・滅菌したペトリ司皿に蒸溜水20㏄を

　　　入れチユーリソプ葉（ア．4g，品種ヒユーブリリア

　　　ント）を浸して25．Cで24時間放置したもの。

　　口，葉の煎汁……30㏄の蒸溜水申にチユーリップ葉

　　　（7．0g）を浸して10分間煮沸したも一の。

　　ハ，搾汁一・・7．59のチュニリップ葉をすりつぶして

　　　蒸溜水20㏄を加え濾過した濾液。

　実験に用いた分生胞子は，馬鈴薯寒天培地上に30◎C1

週間で形成されたもので，湿室シヤーレ申のスライドグ

wv　分生胞子濃度　1規野（×600）大型分生胞子10，小型分生胞子20
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ラス上におかれた各液0．2㏄に懸濁液を／滴づ㌧おとし，／

滴にづいて分生胞子500，各区各3000にっいて発芽を観

察した。測定は大型分生胞子についてのみ行い，発芽管

が大型分生胞子の兆の長さに達したものを発芽とみなし

た。結果は第5表に示す通り，発芽の最適温度は25．C～30

．Cにあり，搾汁申の発芽率が最も良好であるが，いづれ

にしても，本菌分生胞子の発芽に，チユーリヅプの葉申

成分が，何らかの影響を与え，発芽率を高めているよう

である。

　第5表各種液申の1号菌分生胞子の発芽

各液申の発芽率．
温度区別 葉上水滴1煎汁1搾　汁

25℃ ．51．0 97．0

30oC 4ア．’0 98．0

3ゴC P．7 4／．0 ％．b

　　※　数値はパーセント

B．2号菌の形状

　馬鈴薯寒天培地上で良く発育し，菌叢は白色である。

大型分生胞子の隔膜は1～ろで，∬C1週間で馬鈴薯寒天培

地上に形成された分生胞子の大きさは次の通りである。、

　　　大型分生胞子……32．5～27．5μ×5．0～4．4μ

　　　小型分生胞子……8．2～6．5μx4．5，3．8μ

　　本菌に対するチューリツプの抵競性の晶

　　種聞養異について

　筆者らの，ほ場に於ける観察によると，≠ユーリツプ

の品種によつて本病にかかりやすいものとかかりにくし．・

ものとがある様である、即ち，ヒユーブリリアント，カ

ンサス等の品種は被害が甚だしくほとんど全減しても，

隣接のザ，、サルタン，ウイリアムピツト等はほとんどお

’かされていない。これが品種の特性によるものかどうか，

たしかめるために，2号菌を用い上記4晶種のヂューリツ

プ球根に本菌の分生胞子を接種して比較調査した。菌の

接種法等はすでにのべた通りでいづれも有傷接種を行つ

た。接種後7日目の病徴は，病斑のひろがり及び褐変の程

度はいづれの品種においても同様で，ザ，サルタンのみ

は病斑部に空申菌糸がみとめられた。然し，25日目に，

球根を芽の部分で縦割りして観察した結果，ほ場に於い

て本病にか㌧りにくいξ思われるザ，サルタン及び，ウ

イリアムピツトは病変が芽の部分にかぎられ，ヒユーブ

リリアント及びカンサスは内側の鱗片もおかされそいる

　（写真2）。

　　　　　　　本病の防除について

昼．　フザリウム菌の致死温度
　　　　　（9〕li
　先に，筆者らはチユーリツプボトリチ干病防除のため，

チユrリツプ球根の温湯浸による消毒を行い，尚実用に

供するには問題があるが一応最も適当と思われる混二度時

間を；定めた。本菌によるヂユーリツプ球根の腐敗も，球

根内への菌の侵入潜伏が考えられるので，温湯浸を適用

する手がかりとしても本菌の致死温度時間を調べた。菌

の生死の判定はボトリチス菌の場合と同様に行つた結

果，1号菌の致死温度時間は50C210分以上。叉，2号菌

は50dC140分を要した。これらの温度時間ではヂユーリ
　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
ツプ球根に対する影響がすくなくない。従つて本病に対

する球根の消毒法として，温湯浸法は有効な方法ではな

いと思われる。

B．球根の薬液湊漬消毒

　本菌の伝染経路の一つとして，球根内に侵入潜伏した

菌が次隼度の第一次発生源になる事が考えられるので，

発病の多かつた圃場から生産されたカンサス球根を用い

球根檀付前各種の薬液に浸漬しその防除効果を調査し

た。浸漬時間は，鱗片間に充分薬液を浸透させるために

24時間とし翌年堀取後腐敗の状態を調べた結果は第6表

の通りである。

第6表球根の薬剤浸漬と腐敗の関係

~~ ~~ 
~~ ~~ I~i.~"~~~("/~) ~*~~ ･-*'. 

i7 7･ 7P)~:l ' 22 . 5g/1 81 2･2 

)~~ ~7 ~ 1500~"+ - 10.Lf) 

l )~ 
26 . 25gll 81 6.7 

~iii;~~ )V ~ --/ ' 40r*./1 81 8() 'L 

774 ~~' 1 8 . 75g/1 81 65 
~f~~Z-:/ 57 . 5g/'1 81 12.5 

t~ h7~ ~:l 1 OOf~* 20 . o 

5n~ ' ' o 

　　註品種カンサス／区／00球2区制

C．ほ場の酸度矯正による効果

一般に，フザリウム菌による疾病は土襲が酸性の場合

にその発病カ圭多くなる傾向にある。チユーリツプの球根

裁培の場合，まづ石灰散布を行い，酸性土壌を申和して

裁培にとりか㌧るが，冬期の降雨等で石灰の流亡が甚だ

しく，開花期頃は再ぴ酸性が強くなつている。筆者ら

は，本病の発病期に，フザリウム菌の活動をおさえるた

め，ヒユーブリリアントを用い，摘花後の石灰散布と球

根の腐敗との関係を調査した。散布は摘花後葉上より全

百に行い，調査は堀取後行つた。尚，実験に用いた球根

は，植付前ウスプルン800倍液に24時間浸漬，ほ場ぽ植付

前に反当ア5kgの石灰を散布，2月申旬に反当5ア．5kgの苦

土石灰を散布し更に摘花後消石灰を各区に分けて散布し

たもので結果は第7表に示す通りであつた。
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第7表摘花後の石灰散布と球根腐敗との関係

消石灰散布量（990m2当り） 腐敗率（％）

3．ア5kg 6．0

75．00kg ア．／

／／2．50kg 2，／

150．00kg ／．1

無散布 6．4

註　品種ヒューブリリァント　1区3．3m22区制

　　　　　　　　　考　　　　嚢
　　（3）
　申田によると1954年頃から富山県でチューリツプに不

明の病気が発生し，当時これを輸入病と称していたが，

横浜植物防疫所調査課に於いてこの試料からフサリウム

菌を分離したJ筆者らはこの新病害が輸入されたものか

どうか，確かめる事が出率ないが，例えば／958年9月丁杜

がオランダから輸入したチユーリツプ球根総数529，140

球，叉Y杜が輸入したもの39，570球の内前者では15．ア％

後者では／6．4％の不合格球を出し，腐敗球の大部分はフ

ザリウム菌に基因するものであつた（3）ことから，或いは

輸入球根がこの新病害まんえんの原因の一つであるかも

知れない。この新病害は，富山，新潟，石川等の生産地

で問題になりチユーリソプ立枯病，或いは腐敗病と呼ぱ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
れ，九州農試においても2種のフザリウム菌が分離された

が，筆者らが紳酉砂丘農場に於いて観察しだチユーリツ

プのフザリウム菌による病害と同一であると思われる。

筆者らが，曜病球根から分離した2種のフザリウム菌が，

有傷の揚合のみ球根をおかす点は，九州農試で分離され

た菌ξ同じに思われるが，全く同一の董であるか，叉，本

病をおこすフザリウム菌が2種類以上存在するか不明で

ある。

　病原菌胞子の発芽には水滴の存在が絶対必要であるが

更に水滴の性質との間にも深い関係のある事が知られて
　（4）（7）（8）

いる。感受体棄上に生じた水滴申に種々の物質が流出す
　　　　　　　（1）　　　　（6）　　（5）
る事は今RE“RAUSBERG，平根等の報告がある。本

菌の場合も，／号菌を用いた実験の結果蒸溜水申での分生

胞子の発芽はほとんど0％であるが，葉上水滴申等で著し

くその発芽が促進される。

　本菌の伝染経路については尚明らでないが，土壌申に

フザリウム菌がおり球根をおかすのか，■叉は，球根内に

すべて潜伏していて外界の条件にょって発病してくるの

かどちらかと思われる。6月に球根を堀敢り外観上健全な

珪根が，保存申しばしば寓敗をおこした。このことは，

球根内に病原菌が存在しており球根の表面殺菌のみでは

本病苧防除出来乍い事が考えられる。然し本菌の致死温

度は此較的高温で，温湯浸法による球根の消毒は期待出

第7号　A　　（／959）

来ない。従つて，本病の防除に侵透性殺菌剤の使用を考

慮すべきと思われる。一方，一筆者らの実験結果によれぱ

普通の殺菌剤に長時間球根を浸漬する事により，相当，

球根の腎敗を防止する事が出来た。即ち，無消毒球根の

腐敗率50％に対して，ウスプルン，メル，三共ボルドー，

フアイゴン等へ24時間浸漬して／0％以下におさえる事が

出来た。

　病原菌にとつて，悪い環境を与える事も，防除にとつ

て有効な方法である。筆者らは，摘花期後に消石灰を散

布し土壊の酸度を変えることによつて本病の発生を或程

度おさえる事が出来た。勿論之は，土壌の酸度矯正の問

題だけでなく，植物体そのものへの影響によつて，櫨物1

体の生理状態苧変えて間接的に発病をおさえた事も考え

られるがこの点については尚険討を要する。叉，ほ場に

於いて，チユーリツプの品種によつて，本病の発生に差

異のある事をみとめたので，実験室内で4つの晶種のチユ

ーリツプ球根に菌を接種したところ，ほ場に於いて抵抗

性と考えられるザ・サルタン，ウイリアムピツトの球根

は芽の部分のみで症状が止つていたが，ヒューブリアン

ト，カンサス両品種では芽の部分から更に内側の鱗片も

おかされている。これが品種の特性によるものかどう

か，叉，ザニサルタン，ウイリアムビツト等を直ちに低

抗性品種であると断定してよいか，ほ場での裁培条件に’

よつても異るので，今後の研究にまちたい。

　　　　　　　　　摘　　　　要

（1）本学神酉砂丘農場に発生したチューリソプの立枯畦

病害を調査し，ほ場で採取した罹病衰根及び他の球根か

ら2種のフザリウム菌を分離した。

（2）筆者らの分離したフザリウム菌は，いづれも有傷接

種によつてチユーリソプ球根及ぴ葉に対して病原性を有

し，傷の部分から侵入して球根の腐敗及び立枯性疾病を

おこすものと考えられる。

（3）本菌分生胞子ぱ，蒸溜水申では発芽しないが，ヂユ

ーリソプの葉上水滴，葉煎汁，葉搾汁申で良く発芽し，

その適温は25．C～30．Cである。叉，菌糸の発育は30oC

が最適である（2号菌）

（4）ほ場に於いて本病にか㌧りやすい品種とか＼りにく

い品種について実験室内で球根に菌を接種して品種間差

を調べた結果，ほぐほ場での観察と一致する結果を得た。

（5）本菌の致死温度は比較的高温で，球根の温湯浸によ

る本病の防除ぽ期待出来ないが，ウスプルン等の薬剤に

24時間浸漬することたより球根の腐敗率を低下させる事

が出来た。叉，土壌の酸性を低下せしめるため，摘花期

後に石灰を散布する事も本病の発生をおさえるのに有効

である。
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Sult&nlary 

This paper deals whith results of some Investigations on the varietal difLerence 

observations on the Fusarium disease of of the resistans of tulip bulbs to the in-

Tulip and its pathogen which is ocoured vasion of pathogen were carricd out. Varie-

in the Jinzai Farm of Shimane Agricaltural ties //The Saltanr/ . and //William Pit" were 

College. more resistant than //Feu Brilliant'/ and 
The fungus is only capable to infect the //Kansas'/. The results of the present obser-

wounded suscept. bations on these tulip bulbs coincided 
The lethal temperature for the pathogen with those facts which were found in the 

is too hi*･h for the hot wather treatment field. 

of the bulb might be not suitable for me- Soaking of bulbs into some agicultural 

ans of disease control. chemicals, especially Usplun, for 24 hours, 

The conidia did not germinate at all in have rot-reducing effect of the tulip bulbs. 

distilled weter but germinated in water Dusting of slaked lime on field after 

drops which were formed on tulip leaf, in picking out of tulip flowers is also effect-

tulip leaf decoction and ' in pressed juice ive. 

of tulip leaf respectivery. 
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